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色中心 の 分光 吸収に 関す る一 工夫 とそ の x 線着色 へ の 応用

荒 　 　木　 　健 　 　治
4

　 色 中心 の 光 化 学反応 や結 晶の X 線着色 な ど は 強い 温 度 依 存 性を 示す b そ こ で

一 枚 の 結 晶 に 温度 勾 配 を つ け る こ と に よ り種 々 の 温 度を 実 現 し 、 こ れ に よ り温

渡 に 関 し て 準連 続 的 に 処 理 後 の 色 中心 の 濃度 を測定 す る 装 置を 試作 し た 。
．又 こ

の 装 置を 用 い て 、

− 160
°

c 〜 ＋40 °
c 闇 に お い て X 線着色 に よる F 中心の 鑑成 の

温 度 依 存 性を 純 粋な KG6 結 勗 ，種 廿 の 不 純 物 （s計 ， げ ， G♂  Aぎ）を 含 む

K 吻 結 晶 に つ い て 測 定 し た 。 そ の 結果、 不 純 物 の 種類 に よつ て 特 徴 的 な 種 々 の

着 色 の 温 度依存 性 曲線 が 得 られ た 。 そ れ に よ る と、 S世 ， GtV は 増感 作用 を 示

め し 、 G♂ナは 寧 ろ 掬 制 作用 を 示 す こ と が わ か つ た 。 又 P．V ．　 Mi もGhell の 線

に 沿 つ て 、 上述 の 曲線を解 析 し ， 着 色 の 温度 依存性 を 定量 的 に 説 明 し た 。 ア ノレ

カ y ±faイ オ ソ 不 純物 の 増感作用 に 飢 ・ て Elaye　s の 機構が ある ．
　 Ca” ， siifの

場 合． HaYes 機構 を 裏付 け る もの と して 、　 X 線着色 に 於 い でModi 　fled

蔭 nzig の 生 成 が ESR に よ り観 測 さ れ て 居 る 。 二 の 場 合、　 Gd 　
m
の もの に つ い て

観測 され な い の は 溶解 度 の 小 さ い た め で あろ うと 説 明 さ れ て 居 る が ． 当 実験 に

於 け る Gd “
の 挙動 を 考え る と ． 霙 う そ の 性格に 基 因す る もの と 思 わ れ る 。

轟

禽

1 。 低温 ワ イ セ ン ベ ル グカ メ ラ の 製作

工［．　 （！SHg）2 σd〆SQ4 滬の 強誘電的相転移の X 線的研究

導

山　 　 ［コ　 　 泰 　 　 男

1 ．低 温 領域 で の 、 結 晶構 造 を研究す る た め の X 線 カ メ ラ で 、 多少複雑 な もの の

構 造解 析 を 行 う こ と を 目的 と す る 。 盪度 は 液体 ヘ リ ウ ム 温 度 ま で 下げる こ と が で
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　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　修 士 論文 で 何 が な され て い る か

きる 。 こ の 装置の 特 徴 は

　 1 。単 結 晶 の デ ー タ が 得 られ る 。

　　　 （縦型 ワ イ セ ン ベ ル グ カ メ ラ で ある ）

　 2 ．結晶の 回転振動 は 、 ク ラ イ オ ス タ ッ ト全 体 で 行 う 。

　 3 ．低 温 度 で も結 晶 の 方 位 調 整 可能 。

　 4．写 真 法 を用 い る 。

　 5 ．温 度 制 御が で きる 。

等 で あ る 。 塩 化 ナ ト リ ウ ム 単結 晶 を 用 い て 予 備 実 験 を 行 つ た 。

II． （NH 　4）2Cd2 （SO4 ）3 は T．　
＝” 89 °K 以 下 で 、 強 誘電 牲 を示 す 。 そ の 転 移 機

搆 を 知 る た め に 1 転 移点で の 構 造 の 変 化 を 、 工． に 報 告 し た 低温 ワ イ セ ン ベ ル

グ カ メ ラ を 用 い て 検 べ た 。

　Te　YJ上 で は

空 　間 　群

格 子 定 数

単 位胞 中の

構 　 　造

P2
、
3 （CubiG ）

a ＝ 10．350A （室 温 ）

（罠H4）2　Cd2（SO4）3 の 数

Z　 ； 　4

Langbeinite 構造

で あ る こ と を ． 単 結 晶 の デ ー タ を とつ て 確 か め た

　駝以 下 で は 　 　
’

　　空 間 群 　　　 P2
エ
（monOG 工i皿 1c ）

　　格 子 定 数 、　 a ÷ b ÷ ・ ÷ 10 ．26 ± 0 ．01 且

　 　　　　 　　　 　β　＝ 　　gooO7 ’

　（550K ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 z 　 ＝ ：： 4

で あ る こ と が 判つ た が 、 窒以 下の 構造 は 、 目下 研 究 中 で あ る 。
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